
感染症発生動向調査

  平成25年第4週
（1月21日～1月27日）

◆　 今週のコメント

･

･

◆　 今週のトピックス：＜インフルエンザ＞

◆　発生状況

・ 二類：結核 ６例（肺結核 ５例，その他結核 なし，潜在性結核感染者 １例）うち喀痰塗抹陽性 ４例
【１月以降の累積報告数 １６例（肺結核 １１例，その他結核 ２例，潜在性結核感染者 ３例）うち喀痰塗抹陽性 ７例 】

京都市感染症週報

　Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり報告数は１.３７（５６例）で，前週 ０.６８（２８例）より増加し，
過去５年平均値を大きく上回っています。今後の動向にご注意ください。

京都市感染症情報センター
（ 京都市衛生環境研究所 ）

http://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfuku
shi/soshiki/8-5-5-0-0_42.html

　レジオネラ症（肺炎型）の報告が，１例（男性，７０歳代）あります。症状は発熱・呼吸困難・肺炎です。推
定感染地域は国内で，推定感染経路は水系感染です。

インフルエンザの定点当たり報告数は２４.１２（１,６１６例）で，第１週（平成２４年１２月３１日～平成２５年
１月６日）に流行の指標である１.０を上回り，その後，急増しています。詳細をトピックスに掲載していま
す。

全数把握の感染症

【 以降 累積報告数 例（肺結核 例， 他結核 例，潜在性結核感染者 例）う 喀痰 抹陽性 例 】

・ 四類：レジオネラ症（肺炎型） １例 【１月以降の累積報告数 １例】

（市内定点数　インフルエンザ定点６７， 小児科定点４１， 眼科定点１０， 基幹定点１）

定点     報告数　　

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ 　インフルエンザ １６１６　

小児科   ①　感染性胃腸炎 ２９０　

（降順5位まで）   ②　Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ５６　

  ③　水痘 ５３　

  ④　ＲＳウイルス感染症 １１　

  ④　突発性発しん １１　

眼科   流行性角結膜炎 ４　

【次ページ以降の主な内容】
　　発生状況の概況グラフ　/　今週のトピックス：＜インフルエンザ＞

（ 注 ） 京都市のデータは，平成25年1月31日現在の報告数で，全国の還元データと若干異なる場合があります。
また，本情報での患者数は，届出医療機関所在地での集計で，患者の住所を示すものではありません。
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定点把握の主な感染症
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◆　発生状況の概況グラフ

１　今週（第４週）と先週（第３週）の定点当たり報告数の比較

２　インフルエンザの推移
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３　主な感染症の定点当たり報告数の推移

＜小児科定点＞

　 　　　　　　　１ 感染性胃腸炎 　 　　　　２ Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

　　　　　　　　 ３ 水痘 　　　　　 ４ ＲＳウイルス感染症

※ 平成15年からの追加疾患のため，過去５年平均値はありません。
　　　　　　　　 ４ 突発性発しん

（第 週以降）
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＊平成21年／22年シーズンは，インフルエンザ（Ｈ１Ｎ１）２００９の影響で，例年と流行傾向が大きく異なるため，過去５年平均値

の算出には使用していません。
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平成２５年

第4週（1月21日～1月27日）トピックス：＜インフルエンザ＞
　インフルエンザの定点当たり報告数は２４.１２（１,６１６例）で，第１週（平成２４年１２月３１日～平成２５年１月６
日）に流行の指標である１.０を上回り，その後，急増しています。また，全国では警報レベルの３０.０を超えていま
す 今後の動向にご注意くださいす。今後の動向にご注意ください。
　行政区別定点当たり報告数では，すべての行政区で注意報レベルの１０.０を超えています。
　年齢群別では５～９歳が２０.７％と最も多く，次いで０～４歳 １８.３％，１０～１４歳 １５.０％の順となっており，０～
１４歳の割合が平成２４年第５２週（平成２４年１２月２４日～１２月３０日）以降，増加しています。
　京都市衛生環境研究所では，今シーズンに，ＡＨ３型が２例，ＡＨ1ｐｄｍ０９が１例，Ｂ型が１例，分離・検出され
ています。
　なお，全国のインフルエンザウイルス分離・検出報告数は，Ａ（Ｈ３）型 １０２８例，Ａ（Ｈ１）ｐｄｍ０９ ３５例，Ｂ型 ７
２例となっており，Ａ（Ｈ３）型が９０.６％を占めています。（平成２５年２月１日現在）

本市及び全国の定点当たり報告数の推移
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＊平成21年／22年シーズンは，インフルエンザ（Ｈ１Ｎ１）２００９の影響で，例年と流行傾向が大きく異なるため，過去５年
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行政区別定点当たり報告数の推移

平均値の算出には使用していません。
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（ ）内は行政区別のインフルエンザ定点医療機関数

年齢群別定点当たり報告割合の推移
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